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　M 大学の学生で、テニス経験者 12 名（男 :6、女 :6）、バスケットボール経験者 10 名（男 :4、
女 :6）、バレーボール経験者 12 名（男 :4、女 :8）、ハンドボール経験者 10 名（男 :6、女 :4）、野






球・ソフトボール経験者 11 名（男：7、女：4）、スポーツ経験なし 9 名（男 :2、女 :7）の合計






ーク（クリアー）を打たせた。すなわち、1 人 3 回の試技（被験者が空振りをした場合は成功
するまで）を行わせ、その際の動作を側方より VTR に撮影（ソニー製，DCR-PC120）した（図
2）。
　この映像をバドミントン歴 8 年以上の者 3 名が、日高ら 6）の作成した動作得点表を基に評価
し、その平均点（小数点第二位を四捨五入）を成績とした。
（3）　正確性を伴う飛距離の記録
　正確性を伴う飛距離については、図 3 に示すように、エンドラインからの距離によって 5 点
から 0 点の 6 段階で評価し、その合計得点を成績とした。すなわち、相手コートのエンドライ
ンの指定された範囲内に落下したものに 5 点、そこから離れるにしたがって 4 点～ 1 点を与え




験の関連性を検討した（表 1 ～ 12）。また、バドミントン経験（10 年）者のオーバーヘッドスト
ローク（クリアー）を VTR で撮影し、見本となる動きとして連続写真におさめた（写真 1、2）。
2 ．結果ならびに考察
（1）　オーバーヘッドストローク（クリアー）の動きの構造と特徴










































　男子で最も点数が高いのはテニス経験者の 6.7 点で、野球・ソフトボール経験者は 6.2 点、バ
レーボール経験者は 6.0 点、ハンドボール経験者 5.6 点、バスケットボール経験者 5.3 点、スポ
ーツ経験なしの学生は 5.4 点を示した。
　女子においても、最も点数が高いのはテニス経験者の 6.1 点であった。次いで、バレーボー
ル経験者 5.7 点、バスケットボール経験者 4.4 点、ハンドボール経験者 4.2 点、ソフトボール経



























験者 4.5 点、ハンドボール経験者 2.8 点、バスケットボール経験者 2.5 点、野球・ソフトボール
経験者 2.6 点、スポーツ経験なしの学生は 2.5 点であった。
　女子においても最も点数が高いのはテニス経験者の 3.5 点であり、バレーボール経験者 2.6






























































表 7．ハンドボール経験者の得点と特徴（女子） 表 8．ハンドボール経験者の得点と特徴（男子）













































では 2 番目であったのに対し、女子では 5 番目という結果を示した。
（2）  正確性を伴う飛距離で、最も点数が高かったのは、男子で、テニス経験者の 7.8 点であり、
バレーボール経験者 4.5 点、ハンドボール経験者 2.8 点、バスケットボール経験者 2.5 点、
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